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＜令和５（2023）年度公募における主な変更点等＞ 

(1) 学術変革領域研究の公募スケジュールが変更され、公募開始及び締切、内定時期が

早期化されました。 

   

   ※基盤研究，若手研究，挑戦的研究等は，令和４年（2022）年度公募よりスケジ

ュールが早期化されております。 

 

(2) 審査区分表の見直しが行われました。 

  https://www.mext.go.jp/content/20220318-mxt_gakjokik-000021232.pdf 

 

(3) 若手研究（２回目）と挑戦的研究（開拓）との重複応募・受給制限が緩和されまし

た。 

 

 

～～以下、前回公募時の主な変更点 

 

(1) 研究計画調書の構成に変更があり、「本研究の着想に至った経緯など」が「研究目

的、研究方法など」に組み込まれました。 

 

(3) 研究計画調書の「研究費の応募・受入等の状況」欄に、国内の競争的研究費だけで

なく、国外も含めた研究資金（企業からの共同研究費、受託研究費、財団からの助

成金を含む）を記載するようになりました。 
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１.科研費応募の準備 

 

１－１．科研費電子申請システムへのログイン 

 

以下のURLにアクセスし、科研費電子申請システムにログインします。 

http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）ログイン ID、パスワードが分からない時 

研究推進・産学連携課研究協力係までご連絡ください。パスワードを初期化いたします。 

（内線 7036,7714 または、 メール research_cooperation@jim.kit.ac.jp） 

 

http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html
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１－２．応募内容ファイルのダウンロード 
 

次に応募する研究種目の研究計画調書の一部となる様式を入手します。 

 

科研費電子システムにログインすると「応募者向けメニュー」が表示されますので、応募する

種目を選びます。 

例として、基盤研究（Ａ）に応募する場合を紹介します。 

 

“応募手続き”から“基盤研究・挑戦的研究・若手研究”をクリック 

 
 

応募内容ファイルをダウンロードします。 

2023 年度基盤研究（Ａ）（一般）の応募内容ファイル様式のダウンロード欄、「こちらから取

得してください」をクリック 
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日本学術振興会の科研費ホームページが開きますので、そこから研究計画調書の様式を入

手してください。なお、公募要領も同じページからダウンロードできます。 

 

 
 

 

（注）Mac 版 Word 形式、LaTeX 形式の研究計画調書について 

Mac 版 Word 形式、LaTeX 形式の研究計画調書は文部科学省、日本学術振興会のホーム

ページには掲載されていません。研究推進・産学連携課にもございません。支援サイト

等をお探しください。LaTeX 形式については日本学術振興会のホームページに支援サイ

トのリンクが掲載されています。 

・http://osksn2.hep.sci.osaka-u.ac.jp/~taku/kakenhiLaTeX/ 

・http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/kakenhiLaTeX/ 

 

なお、Mac 版 Word 形式、LaTeX 形式を使うと様式が崩れることがあります。様式が崩

れていると、様式改変とみなされて、審査されない可能性があります。なるべく、

Windows 版を用いて作成することをお勧めします。 

記入要領 

様式 



4 

１－３．応募に際して気をつけること 

研究計画調書の作成に取り掛かる前に、以下のことを十分に確認して

ください。 

ⅰ）各研究種目の内容（金額、対象とする課題、研究組織等）をご確認

ください 

→特別推進研究・基盤（Ｓ・Ａ）    公募要領 p11-17 

 

ⅱ）重複応募制限をご確認ください 

→特別推進研究・基盤（Ｓ・Ａ）    公募要領 p25-33 

 

ⅲ）重複応募制限に関する注意事項 

 重複応募の制限は研究代表者、研究分担者が対象となります。 

研究協力者にはかかりません。重複応募制限に該当している場

合、審査されないこともあるので、代表者だけでなく、分担者の

採択・申請状況も十分に考慮してください。 

 

重複制限一覧表は間違いがないよう正確性を重視しているため、複雑

で、分かりにくくなっています。表を見ても重複応募の制限が分からない

場合は、研究推進・産学連携課研究協力係までお問い合わせください。 

 

ⅳ）エフォート管理 

科研費の研究代表者、研究分担者、研究協力者になるということは少な

からずエフォートが発生します。研究組織に加わっている個々の研究者の

エフォートに配慮してください。研究協力者のエフォートは、科研費の研

究計画調書では“その他の活動”にあたります。 
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２.研究計画調書の作成 
 

基盤研究（Ａ）の研究計画調書をもとに記入例を紹介します。 

 

 

○前半部分・後半部分： 

「電子申請システム」に入力する応募情報（Web 入力項目） 
・・・研究課題名、応募額等応募研究課題に係る基本データ、研究組織に係るデータ等、 

研究代表者が「電子申請システム」により Web 上で入力する部分 

 

○中間部分： 

 応募内容ファイル（Word ファイル） 
・・・研究目的、研究計画・方法等の研究計画の内容を日本学術振興会が指定する様式 

（Word ファイル）に記述する部分 

 

 

 

研究計画調書作成の手順として、 

 

 

①応募内容ファイルを作成 

↓ 

②電子申請システムに応募情報を入力 

↓ 

③電子申請システムに応募内容ファイルのアップロード 

↓ 

④研究計画調書（ＰＤＦファイル）が自動的に作成 

 

 

と、なります。
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Ａ．応募内容ファイル（Word ファイル）の作成 

 

２Ａ－１．全般的な注意事項 

☆電子申請システムにアップロードできる応募内容ファイルのサイズは５ＭＢまでです。 

 

○審査委員に印象を与える研究課題名をつけること（ただし、全角４０字以内で。英文の課題

名は半角文字のみで２００字まで可能。）！ 

・応募内容（何が問題で、どのように解決し、どんな目的を達成するのか）が集約された課

題名が望ましい 

・濁点・半濁点は独立して１字とはならないが、アルファベット・数字・記号等は全て１字

として数えられるため、化学式・数式の使用は極力避けることが望ましい 

 

○公募要領、審査（評価）基準、記入要領、研究計画調書の指示をよく読むこと！ 

 

○様式を改変しないこと（様式を改変すると審査されません）！ 

・Mac 版 Word で作成した場合は PDF ファイルに変換してから、電子申請システムにアップ

ロードすること 

・決められた欄・枠内（様式）で、実施したい内容をきちんと伝えられるかどうかも審査の

ポイントです 

 

○審査委員（第三者）に読みやすく、分かりやすい構図で！ 

 ・フォントサイズは１１ポイント以上（英語の場合は１０ポイント以上）で記載すること 

 ・行間、余白を適切に取り、太字、下線、フォントサイズの大小で強弱をつける 

（審査委員は多忙なので、拾い読みでも十分印象づけられるように工夫が必要） 

・図表は意義あるモノを効果的に（図表はあくまでも本文で書かれた内容をさらに分かりや

すく伝えるためのモノ、図表に頼りすぎてはいけない） 

・図表は鮮明に（審査はモノクロで行われることを考慮してください） 

 ・研究の意義・目的・方法・目標を具体的に書くこと 

・提出前に一度プリントアウトして全体の構図、見やすさを確認すること 

（パソコンの画面で見るのと、紙に印刷して見るのでは印象が変わる） 

・専門性の高い用語、ごく限られた研究者間でしか使わない用語の使用はなるべく避ける。

どうしても使わなければならない場合（例えば、応募しようとする研究課題のキーワード

となるような場合）は、説明を加えること 

 

○審査区分はよく考えて選ぶこと 

 ・専門外の審査委員に審査されることがないよう、慎重に検討すること 

 ・多少専門を外れても理解できるよう工夫すること 

 ・昨年度の審査委員を把握しておくことも重要です（審査委員は毎年半数改選） 

  （学振 HP に掲載。http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/14_kouho/meibo.html） 

 

 

 

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/14_kouho/meibo.html
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２Ａ－２．基盤研究（Ａ）の応募内容ファイル記入例 
 
 
 

基盤研究（Ａ)（一般）１ 
 

１ 研究目的、研究方法など 
本研究計画調書は「中区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価

に関する規程」（公募要領１６頁参照）を参考にすること。 

本研究の目的と方法などについて、６頁以内で記述すること。 

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)

本研究の目的及び学術的独自性と創造性、(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、

(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、(5)本研究の目的を達成するための準備状況、について具

体的かつ明確に記述すること。 

本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述すること。 

（概要） 
 

 

 

※フォントサイズは１１ポイント以上を使用すること 

   ※全てモノクロ印刷の上で審査に付される。 

（カラーでは不鮮明になる可能性があるので注意） 
        
（本文） 
 

※留意事項③： 

1. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。 

2. 本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。 

 

 

 

１０行程度に、研究目的の概要について簡潔にまとめること。 

 

○今回の研究計画において何をしようとしているのか、その全体像を明らかにする。 

  ・概要 

（例）●研究の全体構想（※要旨を！） 

本研究の全体構想は、・・・・・である。 

●本研究の具体的な目的（※要旨を！） 

本研究は、・・・・・を目的とする。 

・本文 

・学術的「問い」が明確になっているか 

・総花的になっていないか、焦点は絞られているか 

・何がしたいか それは意味のあることか 

・研究の魅力・必要性が伝わってくるか 

○他の人が見て、共感できる内容を書く。 

・専門的になりすぎていないか 

・面白そうだと思えるか 

・論理的に一貫しているか 

・熱意が伝わるか 

○他の人から見て、わかりやすい形態で書く。 

・読みやすいか フォントサイズ、行間隔は適当か 

様式Ｓ－１２ 研究計画調書（添付ファイル項目） 
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基盤研究（Ａ)（一般）２～６ 
【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 
 

○「審査における評定基準等」を意識して作成する。 

（JSPS の HP http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html に掲載） 

 

（例）基盤研究（Ａ）「一般」の場合 

 

（１）研究課題の学術的重要性 

・学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。 

・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性が認められるか。 

・研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置づけは明確であるか。 

・本研究課題の遂行によって、より広い学術、科学技術あるいは社会などへの波及効果が期待 

できるか。 

 

（２）研究方法の妥当性 

・研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。また、研究経費は研究計画と

整合性がとれたものとなっているか。 

・研究目的を達成するための準備状況は適切であるか。 

 

（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性 

・これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有しているか。 

・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整っているか。 
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基盤研究（Ａ)（一般）７～８ 
 

２ 応募者の研究遂行能力及び研究環境 
応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境（研究遂行

に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）について２頁以内で記述すること。 

「(1)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めてもよい。 

  

○研究計画の実行可能性を示すよう、関連した研究活動を中心に記述すること。 

○研究業績を網羅的に記載するのではなく、計画の実行可能性を説明する上で、その根拠とな

る文献等主要なものを記載すること。 

○学術誌等へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が確定しているものに限る。 

○研究業績を記載する場合は、同定するに十分な情報を記載すること。 

（例）論文名、著書名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情

報、など。 

○産前産後の休暇及び育児休暇の取得や、介護休業の取得など、研究活動を中断していた期

間がある場合、その事情を記載しても良い。 
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基盤研究（Ａ)（一般）９ 
３ 人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照） 

本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫

理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）に基づ

く手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述すること。 

個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト

遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・

実験などが対象となります。 

該当しない場合には、その旨記述すること。 

 
 

 

○「研究目的・方法」欄に記述した内容と照らして記述すること。 

○公募要領４頁「関係法令等に違反した場合の取り扱い」を参照すること。 

○研究計画を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの 

配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に 

基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのかを記述 

すること。 

○該当しない場合は、「該当なし」と記述すること。 
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基盤研究（Ａ)（一般）１０ 
 

４ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述すること（公募要領２５頁参照）） 

本研究の研究代表者が行っている、令和５(2023)年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって

得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研究の展開

状況、経費の必要性等）を１頁以内で記述すること。 

該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 

研究種目名 課題番号 研究課題名 研究期間 

   
平成 年
度～令和
５年度 

当初研究計画及び研究成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年度応募する理由 
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Ｂ．応募情報（Web 入力項目）の作成と応募内容フ

ァイルのアップロード 
 

 応募内容ファイル（Word ファイル）が出来上がったら電子申請システムに応募情報を入力

し、応募内容ファイルをアップロードしましょう。 

 

２Ｂ－１．応募情報（Ｗｅｂ入力項目）の作成 
 

電子申請システムにログインし、応募者向けメニューの応募手続きから、“基盤研究・挑戦的

研究・若手研究”をクリック 
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基盤研究（Ａ）の“応募情報入力”をクリック 

 

 
 

下記画面の記載内容を確認したうえで、ＯＫボタンをクリック 

 
 

まずは、研究課題情報を入力します。 

応募情報入力をクリック 
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注意事項を良く読みながら入力してください 

 
 

※画面を表示してから一定時間経つと自動的にログアウトするので、定期的に一時保存ボタン

をクリックするようにしてください。 
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応募基本情報を入力します。＊印のついている欄は必須項目です。 

 

 
 

 

(1) 選択する中区分によって審査される分野（審査員）が決まるので、慎重に選ぶようにしてく

ださい。 

(2) 部局・職が実際と異なる場合には、研究協力係へ連絡してください。 

(3) 採択されなかった時の審査結果の開示を希望する場合は、“希望する”を選択、希望しない

場合は“希望しない”を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1 

2 

3 
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研究組織情報を入力します。 

 

 
(1) ２の役割分担には、“研究統括”等の役割を記入する。※“研究代表者”は役割ではないの

で記入しないようにしてください。 

(2) 年間の全仕事時間（教育活動等を含む）を100％とした場合の、本研究の実施等に必要とな

る時間の配分率（％）を記入してください。（エフォート） 

(3) 研究分担者がいる場合はここから“追加”してください。（※研究協力者を入力する必要は

ありません。） 

(4) 研究分担者を追加する場合、所属研究機関等にご注意ください。（※複数の機関に所属して

いる場合があります。） 

(5) 分担者未確認の状態（分担者承諾処理が未完了）では、「次へ進む」ことができません。（以

下のエラーが生じます。）「一時保存をして戻る」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
2 

3 

4 

5 

・研究分担者    補助事業者であり、研究計画の遂行に関して研究代表者と協力しつつ、 

明確な分担に応じた研究遂行責任を負い研究活動を行う者。 

分担金の配分を受ける者。 

科研費の応募資格を持つ者として、e-Rad に登録された者。 

交替して研究代表者になることはできない。 

 

・研究協力者    研究代表者、研究分担者以外の者で、研究課題の遂行に当たり、協力を行う者。 

学生も可。 

(必ずしも e-Rad に登録されている必要はない。) 
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次に研究経費とその必要性を入力します。 

「研究計画調書管理」のページから、下記の応募情報入力をクリック 

 

 

 
 

各経費の明細およびその必要性・積算根拠について、研究計画を踏まえ入力をしてください。

研究期間のいずれかの年度における研究経費の額が１０万円未満の研究計画は公募の対象とな

りませんので、注意してください。 

 

承諾状況の「依頼する」にチェックを入れても、メール等が自動で送信されるわけでは

ありません。 研究分担者の応募者向けメニュー内に「研究分担者承諾」が表示されるの

みとなります。 
 

※ 研究分担者へ「研究分担者承諾」の処理をしてもらうよう，念のため別途連絡をし

てください。 
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＜本学の現在の取扱い＞ 

１０万円以上かつ耐用年数 1 年以上の物品→設備備品 

１０万円未満または耐用年数１年未満の物品→消耗品 

＜図書の取り扱い＞ 

図書館に寄贈するもの→設備備品 

それ以外→消耗品 

○多数の図書、資料等を購入する場合は、「西洋中世政治史関係図書」のように、 

ある程度、図書、資料の内容が判明するような表現で入力。 

○機械器具の場合は、単に○○一式とするのではなく、その内訳（メーカー名、 

型番等できるだけ具体的に）も記入。 

○いずれかの年度において、「設備備品費」、「旅費」又は「人件費・謝金」の

いずれかの経費が全体の９０％を越える場合及び「消耗品費」、「その他」

で特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の研究遂行

上の必要性についても入力が必要。 
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○「研究支援者等の雇用に係る経費」は、「その他」ではなく、「人件費・謝金」に計上すること。 

 

○「その他」は、設備備品費、消耗品費、旅費、人件費・謝金以外の当該研究を遂行するための経費が該当。 

例えば、 印刷費、複写費、現像・焼付費、通信費（切手、電話等）、運搬費、研究実施場所借り上げ費（研究機

関の施設において補助事業の遂行が困難な場合に限る）、会議費（会場借料、食事（アルコール類は除く）費用

等、リース・レンタル費用（コンピュータ、自動車、実験機器・器具等）、機器修理費用、旅費以外の交通費、研究

成果発表費用（学会誌投稿料、ホームページ作成費用、研究成果広報用パンフレット作成費用、一般市民を対

象とした研究成果広報活動費用等）、実験廃棄物処理費等。それ以外のものでも該当するものについて記入す

ることができる。 

○「旅費」について、可能な限り、行き先、期間等を明確に。 

○金額は後のページの旅費早見表を参照。 

○謝金の標準単価は、 

学部学生 ９５０円/時間 

大学院生 １，１００円/時間  
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作成日: 2020-11-12 17:55 　更新日: 2022-06-15 13:09

都市名 旅行者 日帰り旅費 都市名 旅行者 日帰り旅費

札幌 教職員 航空賃+5,820円

（伊丹発着） 学生 航空賃+5,320円

教職員 54,200円 教職員 50,240円

学生 48,500円 学生 44,980円

教職員 45,120円 教職員 54,980円

学生 40,460円 学生 49,400円

教職員 45,200円 教職員 41,960円

学生 40,540円 学生 37,500円

教職員 30,340円 横浜 教職員 29,000円

学生 26,480円 （新横浜） 学生 25,280円

教職員 31,440円 さいたま 教職員 31,440円

学生 27,360円 （大宮） 学生 27,360円

教職員 34,400円 教職員 32,440円

学生 30,360円 学生 28,580円

教職員 37,320円 教職員 37,320円

学生 33,280円 学生 33,280円

教職員 29,200円 教職員 24,680円

学生 25,620円 学生 21,540円

教職員 44,480円 教職員 18,520円

学生 39,820円 学生 16,380円

教職員 16,040円 教職員 12,060円

学生 13,900円 学生 10,500円

教職員 13,820円 教職員 14,700円

学生 12,260円 学生 12,960円

教職員 22,860円 教職員 5,900円

学生 20,060円 学生 4,620円

大阪 教職員 神戸市 教職員 3,260円

（市内全域） 学生 （三宮） 学生 2,760円

吹田 教職員 2,220円 豊中 教職員 2,460円

（大阪大） 学生 1,970円 （大阪大） 学生 2,210円

教職員 1,400円 宇治 教職員 1,480円

学生 1,150円 （京都大） 学生 1,230円

奈良 教職員 2,280円 教職員 5,740円

（近鉄奈良） 学生 2,030円 学生 4,480円

綾部 教職員 鉄道:7,720円 福知山 教職員 鉄道:8,080円

（綾部地域連携室） 学生 鉄道:7,220円 （福知山ｷｬﾝﾊﾟｽ） 学生 鉄道:7,580円

教職員 自家用車:5,800円 教職員
自家用車:5,400

円

2,500円

大津

和歌山

金沢 福井

名古屋 岐阜

静岡 津

宇都宮 前橋

甲府 長野

新潟 富山

山形 福島

東京

千葉

水戸 つくば

青森
盛岡

仙台 秋田

※ ２０２２年７月現在。 

計画調書作成時に必ず会計課ホームページをご確認ください。 

https://www.cis.kit.ac.jp/~zaimu/travelexpenses/chart/ 
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網野 教職員 13,180円 教職員 8,740円

（京丹後 学生 12,680円 学生 7,180円

　ｷｬﾝﾊﾟｽ ）

教職員 25,240円 東広島 教職員 24,140円

学生 22,100円 （広島大） 学生 21,220円

教職員 17,980円 教職員 31,000円

学生 15,980円 学生 27,060円

教職員 18,640円 教職員 27,080円

学生 16,640円 学生 23,800円

教職員 9,640円 教職員 21,260円

学生 9,140円 学生 18,600円

教職員 28,260円 教職員 26,940円

学生 24,780円 学生 23,680円

福岡 教職員 32,700円 北九州 教職員 32,760円

（博多） 学生 28,600円 （小倉） 学生 28,460円

教職員 33,560円 教職員 39,360円

学生 29,280円 学生 34,700円

教職員 40,960円 教職員 37,000円

学生 36,420円 学生 32,580円

教職員 41,020円 教職員 47,520円

学生 35,960円 学生 42,460円

那覇 教職員

（伊丹発着） 学生

宿泊する場合は、上記の日帰り旅費に、1泊につき教職員は13,000円を、学生は9,500円を加算してください。

福知山市・綾部市への自家用車の日帰り往復旅費及び、大阪市への鉄道の日帰り往復旅費は定額支給となります。

この表はあくまで目安ですので、実際の支給額とは異なることがあります。

航空賃+3,520円

航空賃+3,020円

京丹後キャンパスに宿泊する場合は、上記の日帰り旅費に、1泊につき教職員は7,500円を、学生は5,500円を加

算してください。

佐賀 長崎

熊本 大分

宮崎 鹿児島

鳥取 松江

徳島 高松

松山 高知

Spring-8

広島

岡山 山口
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次に研究費の応募・受入等の状況を入力します。 

「研究計画調書管理」のページから、下記の応募情報入力をクリック 
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研究代表者および研究分担者として参画する予定の情報を入力してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

下段は研究期間全体で自身が

受け入れ自ら使用する直接経

費の総額（予定額）を記入。 

※分担者分は除く 

研究分担者等の場合、上段に令和４年度に自身が受

け入れ自ら使用する分担金の額（予定額）を記入し、

下段に研究期間全体で自ら使用する分担金の総額

（予定額）を記入。（同一研究機関の研究分担者の場

合も記入。） 

企業からの共同研究費、受託研究費、財団からの助成金も記載する必要があります。 

企業からの共同・受託研究費においては、以下のとおり記載してください。 

配分機関名 ： 企業Ａ（国名） 

研究課題名 ： （秘匿の必要があれば）共同研究Ａ 
 

※学術指導、受託事業、学内予算（基盤研究費等）については記載不要です。 

受入れるに当たっての所属・職名を括弧書きで記載す

る。 

（例：京都工芸繊維大学・教授） 
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２Ｂ－２．応募内容ファイルのアップロード 

 

※アップロードできる応募内容ファイルのサイズは５ＭＢまでです。 

 

作成済みの応募内容ファイルをアップロード（登録）してください。 

なお、必要事項を全て入力した状態であれば、研究分担者承諾処理が完了していない場合でも、

次へ進むことができます。 

 

 

次の「応募情報又は研究計画調書確認」のページが表示されたら、アップロードは完了です。 
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（未承認の分担者がいる場合） 

 
 

※ 分担者が未承認の場合、研究計画調書の提出ができません。 

分担者へは事前に承認処理の連絡をして、滞りなく研究計画調書の提出が完了するように

してください。 
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２Ｂ－３．研究計画調書の確認と提出 
 

“応募情報又は研究計画調書の確認”をクリック 

 
 

PDFファイルがダウンロードできるので、データを保存し、内容を確認してください。 

※未承認の分担者がいる場合でも可能です。 

 

ⅰ）修正が必要ない場合には、保存したＰＤＦを研究協力係へ提出してください。 

 

ⅱ）修正が必要な場合には、処理状況一覧に戻り修正を行ってください。 
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３.研究計画調書提出の事前チェック 

十分に応募書類の内容を確認したうえで問題なければ、ＰＤＦファイルをメール添付で研究

推進・産学連携課 研究協力係（research_cooperation@jim.kit.ac.jp）へ提出してください。 

なお、学外アドバイザーの事前チェックを受ける場合の提出期限は以下のとおりです。 

・特別推進研究、基盤（Ｓ・Ａ）      令和４年８月１８日（木） 

 

期限を過ぎると研究協力係でのチェックのみとなります。 

 

 

 

mailto:research_cooperation@jim.kit.ac.jp
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４.最終版の提出 

 

提出された応募書類に修正箇所がある場合は、提出された書類に修正箇所を明示し、学外ア

ドバイザーのコメントと共に、メールで申請者に返却します。 

修正箇所が無い場合は、その旨をメールでご連絡します。 

 

電子申請システムにログインし、応募者向けメニューの“調書を修正する”をクリック 

 
 

 

 

修正しない場合は「確認」から「応募情報又は研究計画調書確認」ページへ移動してください。 

修正する場合は「修正」から各書類を修正してください。 
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「応募情報又は研究計画調書確認」のページから、最終版を提出してください。 

 
 

※「確認完了・提出」処理をすると、申請者では応募内容を修正できなくなります。提出後、修

正しなければならない事項が見つかった時は、研究推進・産学連携課 研究協力係までご連絡く

ださい。申請者側で応募書類が修正できるように差戻の処理をします。 

 

※最終版の提出締切は以下のとおりです。 

・特別推進研究、基盤（Ｓ・Ａ）      令和４年８月２６日（金） 
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★分担者側の処理★ 

 

ログインすると、応募者向けメニューに承認ボタンが出現します。 

研究分担者承諾をクリック 

 

 

研究種目等を確認し、登録ボタンをクリック 

 
必須入力項目に入力・チェックボックスにチェックを入れて、ＯＫをクリック。 

 

ここをクリックして課

題を表示します。 
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下記のとおり分担者承諾となれば、分担研究者側での処理は完了です。 

 
 

※分担者承諾処理の後、研究協力係にて機関承諾処理を行えば、分担者承諾が完了します。 


